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１　木や花をたいせつにし
美しいまちをつくろう

２　ともに学びあい
心やからだをきたえよう

３　明るい家庭をつくり
若い力を育てよう

４　よく働き
豊かなくらしをともにしよう

５　協力し助けあい
住みよいまちにしよう
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公共施設整備基金

25 億 562 万円
(25 億 989 万円）

土地基金

2億円
（2億円）

財政調整基金

31 億 1,274 万円
（27 億 1,538 万円）

ふれあい福祉基金

3億 809 万円
（3億 1,327 万円）

その他の基金

13 億 3,051 万円
（11 億 5,138 万円）

市民１人当たり5.5 万円

基金現在高見込

74 億 5,696 万円
（68 億 8,992 万円）

(   ) 内は前年度数値

市債現在高見込

581 億 4,017 万円
（595 億 226 万円）

下水道事業

183 億 3,732 万円
（186 億 1,709 万円）

総合病院整備

59 億 4,958 万円
（65 億 9,114 万円）

モーターボート競走事業

4億 2,366 万円
（5億 5,171 万円）

学校・道路整備等

334 億 2,961 万円
（337 億 4,232 万円）

57.5％

10.3％

31.5％

0.7％

市民１人当たり４3万円(   ) 内は前年度数値

　平成２９年度の一般会計の予算については、当初予算４８５億円から、６回の補正を行い、最

終予算額は４９７億５８２万円となりました。

　歳入では、基幹財源である市税は、個人市民税、法人市民税ともに減収となる見込みで、引き

続き厳しい状況となっています。

　一方、歳出では、国民健康保険特別会計繰出金など、福祉関係の経費である民生費が引き続き

増加しています。このような状況から、経常経費の削減に努めましたが、なおも不足する財源に

ついては、基金の取り崩しなどにより補っている状況です。

　今後も、厳しい財政状況が見込まれますが、青梅市の将来像である、「みどりと清流、歴史と文化、

ふれあいと活力のまち　青梅」の実現に向けて、事業の推進を図るとともに、市民の皆さんに安

定した行政サービスを提供するため、行財政改革を推進し、健全な財政基盤の確立に努めます。

お知らせします

市の財政状況
　市では、市民の皆さんに市の財政状況を知っていただくため、年に２回「財政状況」を公表し

ています。

　平成２９年度下半期分（１０月～３月）の状況等についてお知らせします。

問い合わせ　財政課

一 般 会 計 の 状 況

特 別 会 計 の 状 況

　平成２９年度は、一般会計の

ほか、特定の事業を行うために、

４つの特別会計、モーターボー

ト競走事業会計および病院事業

会計を設けてそれぞれ経理を行

いました。

　各会計の平成３０年３月３１

日現在の執行状況は、右表のと

おりです。

　なお、モーターボート競走事

業会計と病院事業会計を除い

て、収入額と支出額の確定は、

出納整理期間の終わる５月末日

となります。

　決算の内容は、広報おうめ

１２月１５日号でお知らせする

予定です。

平 成 ２ ９ 年 度

予 算 執 行 状 況

区分
患者数

延べ数 1日平均

入院
１４万８,９４９人
（１５万２,１５６人）

４０８人
（４１７人）

外来
２９万５,１６５人
（３０万６,４８９人）

１,２１０人
（１,２６１人）

　モーターボート競走事業会計については、外向発売所

「ウェイキーパーク多摩川」を平成２９年１０月６日に

開設したことにより、営業日数を拡充し本場売上の向上

を図ったほか、電話投票売上も好調に推移したことから、

区分 最終予算現額
収入率
（歳入）

執行率
（歳出）

一般会計 ５０５億３，２３７万円 ９５．１% ９０．８%

特別会計

国民健康保険会計 １７４億２，７００万円 ９１．９% ８９．６%

下水道事業会計 ４９億５,０９１万円 ７２．５% ７７．９%

後期高齢者医療会計 ２９億１,５８４万円 ９８．９% ９９.０%

介護保険会計 ８８億６,２８５万円 ９５.０% ９０．９%

モーター
ボート競走
事業会計

収益的収支 ３５６億７,５１１万円 ９７．９% ９６．３%

資本的収入 ５００万円１００.０% －

資本的支出 ４億９,２１１万円 － ９８．４%

病院事業
会計

収益的収支 １６３億１,６６４万円 ９７.７% ９７．２%

資本的収入 ３億３,７２０万円 １０１．１% －

資本的支出 １４億７,８００万円 － ８９．９%

平成２９年度総合病院利用状況

※ (　) 内は前年度数値

平成２９年度末各会計予算現額

および３月末現在の執行状況

※最終予算現額には、前年度からの繰越額を含みます。

市有財産の状況

　市は、公園や学校など、いろいろな財産を持って

います。 

　（１）土地…３０６万７, ９３９㎡

　（２）建物…　３５万４，９３９㎡

　（３ ）基金の残高…基金とは、将来のまちづくり

などに備えた積立金で、家計でたとえると「預

金」に当たります。

　基金の平成２９年度末現在高見込みは、下図のと

おりです。

市 債 の 状 況

　市債には、学校、下水道等公共施設の建設、整備

に必要な経費を年度間において平準化し、これらの

施設を将来利用する市民の皆さんにも公平に負担し

ていただくための建設市債と、財源不足を補うため

の赤字市債があり、国などから長期的に借り入れ、

償還するものです。

　市債の平成２９年度末現在高見込みは、下図のと

おりです。

　市民１人当たりの金額は、平成３０年４月１日現在の人

口をもとに計算しています。

※構成比は端数調整しています。

平成２９年度も一般会

計への繰り出しを行う

ことができました。

　今後も収益金の確保

に向けて、全国発売競走の誘致や、経費の削減等に取り組んで

いきます。

　また、病院事業における平成２９年度の総合病院利用患者数

の状況は左表のとおりです。


